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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 安ヶ平先生の勤務について…本日出勤、明日公休となります。

＜患者様情報＞

・佐々木　みね様～眼球横染、倦怠感の訴えや夜間多量の発汗見られます。夜間の発汗について本人は、「他の人に水をかけられた。」と妄想的発言聞かれています。引き続き、身体症状観察と訴えの内容・他患者様とのトラブル等に注意していきましょう。

・宮本　建蔵様～本日お盆外泊から帰院されています。妹様に外泊中の様子を尋ねると　　　　　　　　　「前回の外泊時は夜間何度も起き出しタバコを吸ったり、外に出たりし　　　　　　　　たけれど、今回はそのような事はなかった。しかし、職員が自分の情報　　　　　　　　を売っている・自分の思っている事を周りの人に全部知られている等と　　　　　　　　言ったり、あまり調子良くないと思った。」と話されています。又、本　　　　　　　　人どうしても運転免許の更新をしたいと訴え、妹様はそれで本人の状態　　　　　　　　が落ち着けばと思い免許更新してきたとの事です。退院に関しても、「外　　　　　　　　泊中あまり調子よいとは言えないので、もう少し様子見たい。」との事　　　　　　　　でした。上記の事を主治医へ報告すると共に、本人退院出来ないのでは　　　　　　　　ないかと不安を感じてしまう事がある為、現在の状態を振り返れるよう　　　　　　　　な関わりを持ち、焦らず・ゆっくり今後についてすすめていく事を伝え　　　　　　　ていきましょう。

＜週間連絡＞

８月１６日（火）・下口　政子様１０：００～Ｄｒ面談（三戸郡地域生活支援センタ－

湖東様）

・庭野　弘樹様１０：３０～Ｄｒ面談

・村上　幸子様１６：００～Ｄｒ面談

・新山　潤様　１６：３０～Ｄｒ面談

８月１７日（水）・皮膚科（南病棟）

　　　　　　　　　【診察予定者】

　　　　　　　　　高間木　八男様・奥寺　徹様・平　勝利様・津嶋　イチ子様

・下口　政子様～退院療養計画検討会議

８月１８日（木）・コップ漂白

８月１９日（金）・歯科診察～松橋　清子様・米田　達郎様・本田　英之様

曽我　正子様

・下口　政子様～１０：００退院予定

・給食委員会～今回の出席スタッフは横浜（亜）さん・半澤さんです。

・モップ交換

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・春本　司郎様～夜間の睡眠不安定さ見られ、他患者様の部屋へ侵入し勝手に私物を使用したり、執拗に煙草をねだる等の迷惑行為続いています。他患者様からもクレ－ムがあり、再三指導していますが理解力・判断能力の乏しさ伺えます。

　　　　　　　　現在時間を決め喫煙されていましたが、しばらくの間禁煙とし、自身の今までの行為の振り返りをしていただきます。南病棟転棟予定候補者とし、主治医へ確認していく予定です。

· 小向　政広様～現在の金銭管理への不満（代行料が高い）訴えあり、今回私物発注伝票　　　　　　　での私物購入を希望されてきています。今回の購入費や今までの金銭管　　　　　　　理について説明を受け、今後どのような購入方法にするか決めたいと話　　　　　　　されています。（私物発注購入でも代行料はかかり、そのときどき・状　　　　　　　況により料金が異なる事等伝えますが、本人了解され私物発注での購入　　　　　　　としています。）

　　　　　　　　　金銭管理について執着があり、その事を気にしすぎ不平・不満を訴え病状不安定になるので、訴えを傾聴しながら、患者様に振り回されないようにケアにあたりましょう。又、自身の振り返りを行って頂き、疾病を理解して頂くような関わりをしていきましょう。

＜看護度評価＞

・山田　典子様～（看護度ＢⅢ・継続的な観察が必要・必要に応じた指導）

　　　　　　　　　時折、独語、「体からどんどんトゲのような物が出てくる。」等異常体験に左右された発言聞かれていますが、日課・プログラムへは支障なく取り組む事出来ています。引き続き、異常体験に左右された発言等の確認、自身の症状について振り返りを促していきましょう。身の回りの事は自力で行なう事出来ています。

・木村　忠史様～（看護度ＢⅡ・継続的な観察が必要・部分的介助：継続指導）

　　　　　　　　　日課分からない事は聞きながら行う事出来ていますが、スタッフ声掛けに的外れな返答されたり、服薬の必要性の理解に欠ける行動見られる事あります。私物の整理整頓・身の回りの事を自分で出来るか、出来ないか様子を見て、出来ていないようであれば日常生活支援プログラムメンバ－へ入れていく予定です。

